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１．研究開発の目的 

LED チップを直接的かつ強力に冷却する超高輝度LEDパネルに、多段式NFT式水耕栽培装置を組み合わせた植

物栽培システムを構築し、医療品、健康食品、美容食品の原材料となる高付加価値・高機能植物を大量生産す

るシステムで製薬・食品業界への普及を図る。その実現に向け、従来のLED光源と比べ出力３倍以上、耐用年

数２倍以上、消費電力が蛍光灯と比べ１／２以下の高性能LEDパネルを開発し、実利用性を評価する。この栽

培装置を用いて、数種の薬草や葉菜類の栽培を行い、従来法と比べ薬効成分や機能性成分が２割以上増加する

光環境を探る。この結果を基に薬草・葉菜類栽培マニュアルを作成し、本シーズに添付して普及効果を高める。 

 

２．研究開発の概要 

①成果 

アルミ基盤に直接 LED チップを接着し，アルミ基盤を水で冷却することにより，従来の樹脂パッケージ型 LED

ランプの5倍以上のパワーが得られた。LEDチップジャンクション温度低下により従来よりもLEDチップの耐

久性が向上し，9 ヶ月間の栽培試験後でさえも出力低下は一切なかった。リーフレタスの蛍光灯栽培比較で消

費電力は半減した。この装置により，赤色光のみで栽培されたニチニチソウと赤青混合光で栽培されたシソの

成長は，蛍光灯栽培でのそれらの成長に匹敵させることができた。ニチニチソウに含まれる抗がん剤原料のビ

ンドリンとカタランチンの濃度は蛍光灯栽培比較で同程度にできた。ルッコラの栽培では青色光によりアネト

ール含量を1.4倍に高めることができた。本研究開発の全体達成度は7割であった。 

②今後の展開 

今後もLEDランプの製造コストの削減、光量調節など制御系の改良、水耕栽培システムとのマッチングの検討

などを継続し、高性能で事業性の高い植物工場用のLEDランプユニットとして完成をめざす。開発の進んだ本

シーズを用いて，ニチニチソウの抗がん成分の大量生産という目標に的を絞り，この目標を達成するような光

環境の探索を行う。 

 

３．総合所見 

目標通りの成果が得られ、イノベーション創出が期待される。光源の高出力化や耐久性の向上を達成し、植物

による有用物の生産性向上の道筋を付けたことは評価出来る。今後は、引き続き実証試験を繰り返し、実用化

を目指して欲しい。


